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職
員
の
降
給
に
関
す
る

条
例
を
制
定

　

平
成
26
年
の
地
方
公
務
員

法
の
改
正
で
人
事
評
価
制
度

が
義
務
付
け
ら
れ
、
当
該
評

価
に
基
づ
き
人
事
管
理
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
降
給
・
降
格

の
事
由
及
び
手
続
を
定
め
ま

し
た
。

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
い
よ
い
よ

独
自
利
用
も
可
能
に

　

番
号
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
特
定
個
人
情
報
は
地
方

自
治
体
が
条
例
で
定
め
る
独

自
利
用
に
つ
い
て
も
情
報
提

供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

を
用
い
た
情
報
連
携
を
行
う

こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
、

「
情
報
提
供
等
記
録
」の
定
義

を
改
正
し
ま
し
た
。 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

介
護
休
業
が

と
り
や
す
く
な
り
ま
す

　

法
改
正
に
よ
り
、
村
職
員

の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
を
改
正
し
、
介
護

休
業
取
得
可
能
期
間
を
３
つ

の
期
間
に
分
割
し
て
取
得
で

き
る
こ
と
と
、
介
護
休
業
と

は
別
に
連
続
す
る
３
年
の
期

間
内
に
お
い
て
介
護
の
た
め

１
日
に
つ
き
２
時
間
の
範
囲

内
で
勤
務
し
な
い
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

今回の補正は事業完了に伴う減額補正が主なものです。
質疑・討論なく、すべて全員賛成で可決されました。

３月定例会　補正予算一覧 （△は減額）

会　計　名 今回の補正額 総　　　額

一般会計（第６号） 32億5,096万6千円 89億6,043万8千円

国民健康保険（第４号） 2,415万8千円 6億4,600万円

農業集落排水処理施設（第４号） △3,724万4千円 3億9,798万円

土地取得（第３号） △95万9千円 1,723万2千円

介護保険（第４号）
保険事業勘定 △926万6千円 4億4,521万8千円

サービス事業勘定 21万円 199万9千円

後期高齢者（第２号） △18万5千円 6,382万9千円

宅地造成事業（第３号） △2,421万4千円 2億9,509万4千円

条
例
制
定
・
改
正

総
額89億6,043万8千円になりました。

平成28年度 補正予算
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非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
が

と
り
や
す
く
な
り
ま
す

　

法
改
正
に
よ
り
、
非
常
勤

職
員
が
育
児
休
業
を
取
得
す

る
た
め
の
要
件
等
に
つ
い
て

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

非
常
勤
職
員
が
養
育
す
る

子
が
１
歳
６
カ
月
に
な
る
ま

で
の
間
に
雇
用
契
約
が
更
新

さ
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で

な
い
こ
と
と
い
う
要
件
に
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

嘱
託
療
育
指
導
員
の

報
酬
を
決
定

　

療
育
支
援
体
制
の
充
実
を

図
る
た
め
嘱
託
の
療
育
指
導

員
を
雇
用
す
る
に
あ
た
り
、

報
酬
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

月
額
25
万
円
以
内
。

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
制
度
の

適
用
期
限
延
長

　

改
正
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
税
条
例
等
を
改
正
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
個
人
住

民
税
に
お
け
る
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
制
度
の
適
用
期
限
の
延

長
、
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー

ン
化
特
例
の
１
年
延
長
、
法

人
村
民
税
の
税
率
引
き
下

げ
、
軽
自
動
車
税
の
環
境
性

能
割
の
導
入
等
に
つ
い
て
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

質  

疑

問 

こ
の
条
例
改
正
は
住
民

に
と
っ
て
負
担
増
に
な
る

の
か
減
に
な
る
の
か
。

答 

軽
自
動
車
税
の
環
境
性

能
割
の
導
入
は
自
動
車
取

得
税
が
廃
止
に
な
る
代
わ

り
な
の
で
、
住
民
に
と
っ

て
負
担
増
に
な
る
こ
と
は

な
い
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

児
童
館
の
設
置
根
拠
を

条
例
に
明
文
化

　

児
童
館
が
地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
く
公
共
施
設
で

あ
る
ほ
か
、
児
童
福
祉
法
に

基
づ
く
児
童
厚
生
施
設
で
あ

る
こ
と
を
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
に
明
文
化
す
る
こ

と
で
、
児
童
の
福
祉
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
明
確
に
保
障
し

ま
す
。

　

公
布
の
日
か
ら
施
行
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

合
計
所
得
金
額
か
ら

特
別
控
除
額
を
控
除

　

介
護
保
険
料
の
所
得
を
測

る
指
標
と
し
て
合
計
所
得
金

額
を
用
い
て
い
ま
す
。
こ
の

合
計
所
得
金
額
は
土
地
を
譲

渡
し
た
場
合
に
生
じ
る
売
却

収
入
等
に
対
す
る
税
法
上
の

特
別
控
除
が
適
用
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
土
地
収
用
等
で

翌
年
の
所
得
指
標
が
高
く
な

り
介
護
保
険
料
が
高
額
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決

す
る
た
め
、
介
護
保
険
料
の

算
定
に
係
る
所
得
指
標
が
見

直
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

服
岡
児
童
遊
園

廃
　
　
止

　

服
岡
児
童
遊
園
の
場
所
に

（
仮
称
）服
岡
地
区
津
波
一
時

避
難
所
を
建
設
予
定
の
た

め
、
児
童
厚
生
施
設
設
置
条

例
を
廃
止
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
６
月
１
日
か
ら

施
行
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

条
文
整
理

　

数
十
年
に
及
ぶ
改
正
の
中

で
条
例
文
の
例
と
表
現
方
法

が
異
な
る
場
合
に
は
、
改
正

条
例
を
作
成
す
る
際
に
時
間

を
要
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
条
文
の
整
理
を
行

い
ま
し
た
。

関
係
条
例

◦
飛
島
村
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例

◦
飛
島
村
税
条
例

質  

疑

問 

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
住

民
負
担
の
増
大
に
な
る
と

い
う
こ
と
は
な
い
か
。

答 

条
文
整
理
で
す
の
で
、

住
民
に
と
っ
て
負
担
に
な

る
こ
と
は
な
い
。

◦
飛
島
村
国
民
健
康
保
険
税

条
例

　

公
布
の
日
か
ら
施
行
。

　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

児
童
館

服岡児童遊園
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防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
工

事（
車
庫
・
発
電
設
備

等
）を
契
約

工
事
場
所

　

飛
島
村
役
場

契
約
の
金
額

　

２
億
５
７
０
４
万
円

契
約
の
相
手

　

株
式
会
社
渡
辺
工
務
店

契
約
の
方
法

　

一
般
競
争
入
札

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

指
定
管
理
者
を
指
定

　

産
業
会
館
と
渚
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
の
指
定
期
間
が
終
了
す

る
た
め
、
引
き
続
き
指
定
を

し
ま
す
。

　

指
定
の
期
間
は
平
成
29
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
34
年
３

月
31
日
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

産
業
会
館

　

飛
島
村
商
工
会

渚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　
渚
地
区
公
民
館
運
営
委
員
会

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

交
通
事
故
の

損
害
賠
償
額
決
定

　

村
職
員
の
公
務
中
の
事
故

に
よ
る
、
相
手
方
へ
の
損
害

賠
償
額
が
決
定
し
村
長
が
専

決
処
分
し
た
も
の
を
、
承
認

し
ま
し
た
。

①
６
万
９
１
７
２
円

・
・
・
３
月
15
日
専
決

　

な
お
、
当
該
賠
償
金
は
保

険
会
社
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。

質  

疑

問 

再
度
確
認
す
る
が
、
こ

う
い
う
事
故
が
あ
っ
た
場

合
、
村
か
ら
支
出
す
る
こ

と
は
な
い
と
理
解
し
て
い

る
が
、
そ
れ
で
い
い
か
。

答 

保
険
会
社
か
ら
す
べ
て

支
払
わ
れ
ま
す
。

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

請
願
を
不
採
択

　
「
共
謀
罪
」創
設
に
対
す
る

貴
議
会
の
意
見
書
を
採
択
し

政
府
に
送
付
を
要
求
す
る
請

願
書

紹
介
議
員
　
橋
本
　
渉

討  

論

反
対
…
伊
藤
　
秀
樹
議
員

　

こ
の
請
願
は
解
釈
が
偏
っ

て
お
り
、
内
容
に
つ
い
て
も

現
在
議
論
さ
れ
て
い
る
も
の

と
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
不

明
確
な
部
分
が
あ
る
と
考
え

る
の
で
反
対
す
る
。

賛
成
…
鈴
木
　
義
男
議
員

　

共
謀
罪
の
創
設
は
個
人
の

意
思
・
思
想
な
ど
、
自
由
を

脅
か
す
こ
と
に
通
じ
、
憲
法

で
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権

に
対
す
る
脅
威
と
な
る
も
の

で
す
。
テ
ロ
防
止
に
お
い
て

は
、
国
際
条
約
の
締
結
国
内

法
で
整
備
さ
れ
て
お
り
、
テ

ロ
対
策
は
現
行
法
で
十
分

対
応
で
き
る
と
考
え
賛
成

す
る
。

（
賛
成
３
反
対
６
で
不
採
択
）

車
庫

渚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　

３
月
31
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
指
名
推
選
を

も
っ
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

伊
　
藤
　
秀
　
樹
　
議
員

◆ 

青
　
木
　
慎
　
弥
　
さ
ん

（
村
長
推
薦
）

海
部
地
区
水
防
事
務
組
合
の
議
会
議
員
に

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き
候
補
者
と
し
て
推

薦
す
る
た
め
、
議
会
に
意
見
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
議
会
は
適
任
と
し
ま
し
た
。

高
橋
弘
枝
さ
ん

（
中
用
水
）

人
権
擁
護
委
員
に

◆ 

小
　
川
　
政
　
徳
　
議
員

海
部
地
区
急
病
診
療
所
組
合
の
議
会
議
員
に

◆ 
上
　
田
　
光
　
彦
　
議
員

海
部
南
部
広
域
事
務
組
合
の
議
会
議
員
に

人
事
案
件

契
　
約

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員


